
特別支援教育と作業療法の展開

平成21年度パイロット事業実践報告

‐広島県作業療法士会‐

OT☆SPICE



「特別支援学校」に変わって

・・・児童･生徒の障害の重複化、多様化

背 景

より一層の連携が求められている

養護学校 特別支援学校
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先生先生先生先生

児童・生徒児童・生徒児童・生徒児童・生徒

医療医療医療医療
福祉福祉福祉福祉



特別支援学校 ２３校

広島県では

平成１７年度～

ＯＴが 特別非常勤講師に！

特別非常勤講師？

・療育手帳を持つ児童/生徒に対し、年１時間×３回

（高等部には手帳を持たない生徒もおり、対象外となる）

（理学療法士は、身体障害手帳を持つ生徒のみ対象）

・教員に作業療法の立場から、介入を指導

（教員免許がないため、児童/生徒の指導ができない）

・参加する授業科目はさまざま
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・共通のシステムがない

・その役割を担えるＯＴが足りない

・先生たちもＯＴが何者かをよく知らない

・病院でのＯＴのように評価や介入ができない

手探りで実践

新人も現場へ

先生とのやりとりがうまくいかない…

OT☆SPICE

でも・・・
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ＯＴの悩み…

授業を見るだ

けじゃわから

ないよ

先生とお話が

できればなぁ

情報を見せて

もらえない

その後

どうなった

の？？

その場にモノが

ないし

嫌がられてる？

迷惑？
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先生の気持ち

別に困ってない

ＯＴって何者？

何聞けば

いいの？

話しを聞くだけなの？

そんなこと言われ

てもできないよ

代わりにしてくれ

るんじゃないの？



特別支援学校を支援するＯＴの会

教員やＰＴ，看護師なども参加

ＯＴスパイス
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まず、困りごと、悩みを相談しよう

ケース相談や評価・手法の勉強

全員のスキルアップ！

ＯＴを知ってもらって、活用してもらいたい

短時間でも、もっと役立ちたい！



・ＯＴによる特別支援学校支援をより円滑に効果的にするために

①特別支援学校支援の広報活動

一般向けリーフレットの作成

「わたしたちの学校にＯＴがやってきた」

②特別支援学校支援の知識や技術の共有と向上

ＯＴ向けハンドブックの作成

「聞かせて！効かせて！ＯＴスパイス」

作業療法（医療・福祉）と教育の連携を強固にする

発達障害（広義）を持つこどもとその家族のサポートを充実させる

本事業の目的
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学校

病院

療育施設

ＯＴ

保護者

区役所

ＯＴ利用者さん

・イラスト作成

・構成

授産施設

・印刷

学校支援者

ＯＴ

スパイス

ハンドブックハンドブックハンドブックハンドブック

リーフレットリーフレットリーフレットリーフレット

3000部

1000部

スパイス

・話し合い

・情報収集

・原稿作成

方 法
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リーフレット

ＯＴのイメージ、存在を知ってもらうＯＴのイメージ、存在を知ってもらうＯＴのイメージ、存在を知ってもらうＯＴのイメージ、存在を知ってもらう

具体的な例

http://www.urban.ne.jp/home/hota/otwatch.html

広島県士会ＨＰより

ダウンロード可能です。

是非ご活用ください。
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ハンドブック

スキルアップ、仲間を増やす

・校内で持ち歩ける薄さ・校内で持ち歩ける薄さ・校内で持ち歩ける薄さ・校内で持ち歩ける薄さ

・自分で作るノートタイプ・自分で作るノートタイプ・自分で作るノートタイプ・自分で作るノートタイプ

ペンで書き込めるペンで書き込めるペンで書き込めるペンで書き込める

調べて、貼って調べて、貼って調べて、貼って調べて、貼って
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⇒どんなこどもがいるの？

⇒どんな授業をしているの？

⇒障害や疾患の説明

⇒評価や道具などの説明

⇒限られた条件での評価方法

⇒評価用紙の例

⇒先生との連絡票の例

⇒学校での支援の流れがわかるストーリー

特別支援学校ってどんなところ？特別支援学校ってどんなところ？特別支援学校ってどんなところ？特別支援学校ってどんなところ？

特別支援学校で使える基礎知識特別支援学校で使える基礎知識特別支援学校で使える基礎知識特別支援学校で使える基礎知識

情報収集のポイント情報収集のポイント情報収集のポイント情報収集のポイント

ＯＴスパイス体験記ＯＴスパイス体験記ＯＴスパイス体験記ＯＴスパイス体験記



ＯＴからの反応

・事例集が参考になった

・使える道具の知識が広がった

・評価用紙が参考になった

・自分が学校に行き始めた時にこれがあったら、

もっとやりやすく、 効果的な支援ができた

・学校連携の参考にできる

・先生への説明のしかたの配慮点がわかった

・患者さん（こども）の学校の先生に渡している



ＯＴからの反応

第44回ＯＴ学会では、

⇒100部の配布が１分ほどでなくなった

⇒ポスター会場では、「発達を専門としないＯＴ」が主に

ハンドブックを求めた

「ウチの病院でも、こどもを受け入れることになって…」
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先生からの反応

・かわいらしくて読みやすい

・具体的な相談内容が書かれていて参考になる

・教員向けにもっと詳しい手引きも作ってほしい

・個別の相談（問合せ）

・保護者向けにコピーをして配布するなどの活用には至っていない
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保護者からの反応

・ウチの学校にも来てもらえないか（問い合わせ）

・こんな道具は、どこに売ってるの？

・学校に来てるなんて知らなかった

ウチの学校にも来てるんですか？

・作業療法を受けたい（問合せ）
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その他の反応

・学校の先生など、他職種からの講演依頼

今 後

・ハンドブックを使った勉強会の成果の把握と報告

・リーフレットの配布、広報活動

・支援システムづくり、改良
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作業療法士による広島市・県立特別支援学校支援ハンドブック

およびリーフレットの作成

広島県作業療法士会代表高木節

実施作成：ＯＴスパイス代表小澤恭子

決定額580,000円

支出額435,483円（うち出版費332,750円）

費 用


